
年
度
は
、
お
客
様
に
対
し

て
新
し
い
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度

の
説
明
を
す
る
機
会
が
か
な
り
多

く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
新
制
度

は
現
行
制
度
を
改
良
し
た
も
の
で

あ
る
た
め
、
現
行
制
度
と
の
比
較

に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
く
こ
と
が

本
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
は
約

10
年
前
、
英
国
の
Ｉ
Ｓ
Ａ

（Indivisual Saving A
ccount

）

を
模
範
と
し
て
作
ら
れ
、
日
本

（
Ｎ
）
版
な
の
で
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
資
産
形
成
の
た
め

に
は
、
じ
っ
く
り
と
長
期
間
保
有

し
、
あ
る
一
時
の
買
い
値
に
左
右

さ
れ
な
い
よ
う
に
分
散
投
資
を
重

ね
て
い
く
投
資
方
法
が
大
切
で
あ

る
。

効
果
的
だ
。

　

特
に
こ
れ
ま
で
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度

を
利
用
し
て
こ
な
か
っ
た
お
客
様

に
は
、
現
行
制
度
の
要
点
か
ら
説

明
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
以

下
で
は
、
新
旧
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
の

ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
い
く
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
は
、
こ
の
投
資
方

法
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
生
ま

れ
た
非
課
税
投
資
枠
と
い
え
る
。

　2024年１月からスタートする新NISA。こ
こでは現行のNISA制度を踏まえながら、新
NISAについて整理する。木内清章 産業能率大学講師

今日

新制度を含めて
ＮＩＳＡ制度を
正しく理解しよう！

新
旧
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
の

概
要
を
押
さ
え
よ
う

1
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
と
は
何
か
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行
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
に

は
、
毎
月
規
則
的
に
積
立

を
行
っ
て
い
く
「
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
」
年
40
万
円
と
、
そ
こ
ま
で

規
則
的
な
や
り
方
は
せ
ず
任
意
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
投
資
で
き
る
「
一

般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
年
１
２
０
万
円
の

２
つ
が
あ
る
。
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
は
２
０
１
８
年
か
ら
新
た
に
導

入
さ
れ
た
。

　

一
般
的
な
積
立
定
期
預
金
と
比

較
し
た
際
の
現
行
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制

度
の
特
徴
は
、
㋐
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
に
お
い
て
月
々
の
引
落
し
が

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
当
該
月

は
投
資
し
な
か
っ
た
も
の
と
し
て

し
い
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
は
、

次
の
①
～
④
を
軸
に
し
て

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
一
般　

さ
れ
る

③
非
課
税
保
有
限
度
額
を
使
い
切

る
ま
で
の
年
数
を
、
各
自
の
ペ
ー

ス
で
決
め
ら
れ
る

④
非
課
税
の
適
用
の
期
限
が
撤
廃

さ
れ
て
、
半
永
久
化
す
る

投
資
ス
タ
イ
ル
が

幅
広
く
な
る

　

で
は
、
各
項
目
に
つ
い
て
詳
し

く
見
て
い
こ
う
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
つ
み
た
て
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
は
「
つ
み
た
て
投
資

枠
」、
一
般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
「
成
長

投
資
枠
」
と
な
る
。
新
制
度
で

は
、
こ
の
２
つ
が
併
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
、
例
え
ば
「
毎
月

の
規
則
的
な
投
資
を
基
礎
と
し
つ

つ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
下
落
時
に
ス
ポ

ッ
ト
的
に
成
長
投
資
枠
を
利
用
す

る
」
と
い
っ
た
投
資
ス
タ
イ
ル
が

可
能
と
な
る
の
だ
。

　

次
に
②
に
つ
い
て
、
新
制
度
の

年
間
投
資
枠
は
、
つ
み
た
て
投
資

枠
が
年
１
２
０
万
円
、
成
長
投
資

枠
が
年
２
４
０
万
円
ま
で
拡
大
す

る
。
枠
は
併
用
可
能
な
た
め
、
最

大
で
合
計
３
６
０
万
円
の
投
資
枠

を
毎
年
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
非
課
税
保

有
限
度
額
は
生
涯
で
１
８
０
０
万

円
ま
で
に
拡
大
さ
れ
る
。
そ
の
う

ち
成
長
投
資
枠
の
上
限
が
１
２
０

０
万
円
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
つ
の
枠
を
毎
年
最
大
ま
で
利

用
す
る
と
、
５
年
で
１
８
０
０
万

円
の
非
課
税
保
有
限
度
額
を
使
い

切
る
こ
と
に
な
る
。
単
純
な
計
算

だ
が
、
つ
み
た
て
投
資
枠
が
「
年

１
２
０
万
円
×
５
年
＝
６
０
０
万

円
」、
成
長
投
資
枠
は
「
年
２
４

０
万
円
×
５
年
＝
１
２
０
０
万

円
」
と
い
う
形
だ
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
つ
み
た
て
投
資

枠
の
上
限
が
１
８
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
こ
と
だ
。「
６
０
０
万

＋
１
２
０
０
万
」
の
内
訳
を
、
例

え
ば
「
つ
み
た
て
投
資
枠
１
０
０

０
万
＋
成
長
投
資
枠
８
０
０
万
」

の
よ
う
に
調
整
で
き
る
。
逆
に
、

成
長
投
資
枠
が
１
２
０
０
万
円
を

超
え
る
よ
う
な
比
重
の
構
成
は
で

取
り
扱
わ
れ
る
（
事
後
的
に
入
金

を
行
う
こ
と
は
な
い
）、
㋑
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
は
毎
年
、
取
扱
金
融
機
関
を

変
更
で
き
る
と
い
う
２
点
だ
。

　

つ
ま
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
、
あ

く
ま
で
も
毎
年
の
投
資
枠
は
そ
の

年
で
独
立
し
た
別
々
の
も
の
と
認

識
す
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
現
行
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度

で
は
、
毎
年
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

と
一
般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
ど
ち
ら
か
を

選
択
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
重

複
利
用
は
で
き
な
い
。

　

新
制
度
で
は
、
こ
の
「
毎
年
ど

ち
ら
か
を
選
択
」
と
い
う
点
が
改

良
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
、
毎
年
同
時
に
併
用

で
き
る

②
そ
れ
ぞ
れ
の
年
間
投
資
枠
、
お

よ
び
非
課
税
保
有
限
度
額
が
拡
大

現新
現
行
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
の
概
要

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

特
集

新NISAスタートまでの行動がカギ！

積立投信の提案ノウハウ
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